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大学は今大きな変化 にさらされている。少子化に
よる受験生の減少である。大学院を含めて大学は多
かれ少なかれ学生の取 り合いをせ ざるを得ない状況
に追い込まれている。わが理学部も当面のこの問題
を乗 り越 えなければならないのは当然のことではあ
るが、 しか し大学の危機は単に少子化 とい う外部要
因だけではない。
明治時代の鋭い評論で鳴 らした斎藤i緑雨(1867-
1904)は「教育の普及は浮薄の普及」と書いたそ う
である。教育が普及 した結果、浮薄人間がたくさん
生ずるとい うことでもあるし、大学が多くできれば
当然教師の質も下が り、大学教育も浮薄とな り、ひ
いては学問の浮薄を引き起こすともいえる。 さらに
科学技術の進歩が世界的な浮薄を引き起こしている
とい う面もある。
科学技術は、哲学、文学、芸術とは根本的に違い、
現在の成果を簡単に利用できるとい う性格を持つ。
2000年以上昔の ミロのビーナスがなにゆえ現代で
も珍重されるのか。現代人が ミロのビ0ナスの作 り
出す美を簡単には再現できないところにあるからで
ある。あの美を作るにはあの美を作った人の内面に
迫 り、それを経験 し、それを再現できるまでに成長
する必要があるのではないか。だか らして簡単にホ
イポイ と誰もが過去の傑作を再現できる訳ではない
のである。 しか し科学は芸術の姉妹であるが、科学
が生み出す技術には少 し違 う面がある。4年 生でも
勉強すれば科学の最前線をある程度理解す ることが
出来るし、また最前線の研究を行 うことも不可能と
はいえない。遺伝子のクローニングは20年 前には
か な り大変 な こ とであ ったが、 いまで はPCR
(polymerasechainreaction)とい う技術が普及 し
たため、何 も知らない初心者でも、DNAと試薬を
混ぜるだけで出来て しま う。これを浮薄といわず し
て何が浮薄であろうか。このような性質を科学技術
の 「可積性」 と仮に呼ぶとすれば、科学技術は 「可
積性」に富み、哲学、文学、芸術等は 「可積性」に
乏 しい といってよい。この 「可積性」によって科学
技術には新 しい発見 と真理に常に浮薄を呼び込む側
面があるのではないのか。理学部の重要な役割一っ
は科学技術の持つこの危険な性質に警告を発 し、中
身のある人間を生み出すことにある。
研究所の年報は本巻か ら新 しい装いで出発する。
年報 としての役割の他に学術雑誌 としての側面も加
えることになった。所員の皆様、ご関係の皆様のご
理解 とご支援を賜 りたい。
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